南病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
8/21（金）東病棟より久保田タツ子様、8/25（火）東病棟より栃木春子様が転院予定。
＜患者様連絡事項＞
・橋本　喜久子様～8/21(金)14：00頃よりグループホーム「銀杏苑」訪問調査予定。
・山地 壽治子様～特別養護老人ホーム「福寿草」から施設受け入れ可能との連絡があり。ご家族と施設で退院日を決め連絡をいただく予定。受け持ちスタッフは書類の作成を行っていくこと。
・馬渡　隆様～家族よりオンライン面会希望あり、Wizのスケジュール登録済み。面会日：8/25（火）14:30

・是川　志郎様～きどクリニックへの紹介状、入院証明書の作成を主治医に依頼している。8/29（土）早朝の採尿指示あり、採尿キットはご家族より預かっている。
・三上　ミヨ様～栄養状態が悪く、栄養士に確認している。栄養士より、これ以上の変更は困難とのことで食事形態に関しては現状維持となっている。
・本木　貞子様～栄養状態が悪く、栄養士に確認している。栄養士より、これ以上の変更は困難とのことで食事形態に関しては現状維持となっている。本日、食事摂取量少なく、ソリタT3、500mlが1本処方。
・本堂　秀夫様～昨日、準夜帯にて、膀胱留置カテーテルを自己抜去しようとしており出血。その後も、出血、コアグラ継続し、一度、膀胱留置カテーテルを抜去するが、以降、排尿無く出血が継続、主治医に報告。膀胱留置カテーテルの再挿入の指示、アドナ7日分の処方となっている。
・山田　石見様～経管栄養の白湯は、200－200－200へ増量となり、点滴は23日まで継続処方となっている。
＜田名部Ｄｒ診察＞
・大澤　廣子様～臨時薬7日分継続処方。
・瀧又　富蔵様～臨時薬7日分継続処方。
・大久保須美子様～臨時薬7日分継続処方。不眠時の頓服薬7回分処方。
・小笠原　芳郎様～時薬7日分継続処方。
・橋本　喜久子様～臨時薬7日分継続処方。
・野村　才恵様～臨時薬7日分継続処方。
＜金Ｄｒ診察＞

・佐々木　由一様～臨時薬と点滴が7日分継続処方。軟便、下痢の際には下剤の除剤可能の指示あり。
・服部　智子様～臨時薬7日分継続処方。
・馬渡　隆様～臨時薬と左臀部の処置は7日分継続の指示。
・田名部　清一様～臨時薬7日分継続処方。
・浅水　幸吉様～両上肢に発赤あり、臨時薬3日分処方。飲み切り終了。
・南舘　正弘様～不眠時の頓服薬がトラゾドンに変更になり10回分処方となる。
・柳町　由雄様～点滴と吸引の指示が3日分継続。
＜要注目患者様＞
・柳町　由雄様～酸素飽和濃度が一時的に減少、吸引・口腔ケアにて回復している。浮腫継続、左足背部から浸出液が出ている。血圧は83/40㎜Hgで経過。
・佐々木　由一様～バイタル異常なし。本日水様便泥状便続いており、除剤が可能かを確認していく。
・山田　石見様～本日より点滴1本となっており、8/23（日）まで同内容での継続処方となっている。経管栄養が朝1、昼2、夕2、白湯が朝200、昼200、夕200へ変更となる。
・田中　稔美様～食事は拒否や抵抗あり、数口のみ摂取。バイタルサインの異常や点滴トラブル無し。オムツ交換時、一時的に易怒性や抵抗みられている。
・大渡　勝男様～テーブル弄りや棟内徘徊見られるも切迫した様子無く対面時穏やか。
・角谷　守通様～オムツ交換時、一時的に易怒性や抵抗見られる。対面時、不穏さ無く穏やか。
・三上　ミヨ様～食事は拒否や抵抗あり、数口のみ摂取。バイタルサインの異常なし。点滴トラブル無く経過。声掛けに対し、閉眼し頷いている。不穏さ無し。
・本堂　秀夫様～9:10　血尿あり、主治医へ状態報告し、午前は膀胱留置カテーテルを抜去し経過を見て、午後に再挿入の指示あり。13:00膀胱留置カテーテル挿入し、血尿300ml流出あり、徐々に黄色痰の排尿みられている。体温37.0℃～36.5℃、他バイタルサインの異常無し。クーリング持続。多動さ無く穏やかに過ごす。
・佐々木　日出夫様～出入口にしゃがみ込み、帰宅要求や妄想様の発言見られている。
切迫した様子無いも、声掛けに対し的外れな返答も見られる。
・服部　智子様～13:30他者への干渉多く、都度介入要し、易怒性強く見られる為、
不穏興奮時のリスペリドンOD錠（1）　1T服用。
・吉田　レイ子様～表情険しいも不穏さなく、ホールで過ごす。声掛けや介入に対し、
易怒性や抵抗見られず穏やか。

・本木　貞子様～拒否や抵抗強く食事が各食数口の為、YDソリタT3　500ml施行。
＜その他＞
・8/26（水）大規模災害（日中想定）避難訓練あり。2階の患者を1階への移送方法を本日も検討。
・ベニヤ板などを敷いて、患者様をシーツにくるみ、スタッフ２人で滑らせるようにして運ぶ。
→現在病棟内にベニヤ板がない為、代わりにマットレスを引くなどの代用案を検討している。
